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それぞれの視点を受けて中期目標の各論や中期計画への掲載について「検討すべき課

題」について、名市大未来プランなどから主なものを整理した。 

・ 「全ての市民が誇りに思う・愛着の持てる大学をめざす」 

・ 少子高齢化が進行するなかで、若者の活躍、子育て世代や高齢者の支援、市民の

健康と福祉の向上、産業経済の発展など、本市を取り巻く諸問題や、リニア中央

新幹線の開業などを見据えた新たな魅力づくりについて、知の創造と継承を目指

して真理を探究する大学として、高等教育機関にふさわしい知的創造力を以て解

決に取り組み、市民が安心していきいきと暮らせるよう積極的に地域社会へ貢献

することにより、名古屋のさらなる発展に寄与 

今後展開する各論部分

・ 教育に関する目標、研究に関する目標、社会貢献等に関する目標、附属病院に関する目標 

検討すべき課題 

        ○ 全学的な社会貢献の推進 

        ○ なごやかモデル事業の成功 

        ○ 地域に開かれた大学 

        ○ 市民の医療ニーズに対応した医療提供体制の強化 

        ○ 地域社会を担う優れた医療人の育成 

        ● 東部・西部医療センター等との連携強化による名古屋市全体の医療機能の充実 

        ● 病診連携の推進 

        ● スクールカウンセラーの養成 

        ● 全学部・全学科を対象とした給付型の奨学金の創設   など 

※ ○は未来プランに掲げられた項目、●はその他 

・ グローバル化が進展する中で、全学が一体となって世界をリードする教育・研究

を実践するとともに、国内外に広く大学の魅力を発信することにより、開かれた

学びの場として多くの若者などに選ばれ、地域社会や国際社会の発展に貢献する

ことのできる、豊かな感性と、自ら活路を見出すための思考基盤を持った、バラ

ンス感覚に優れた人材を育成 

今後展開する各論部分

・ 教育に関する目標、研究に関する目標、国際化に関する目標 

・ 業務運営の改善及び効率化に関する目標、財務内容の改善に関する目標、 

自己点検・評価、情報の提供等に関する目標、その他業務運営に関する重要目標 

検討すべき課題 

○ 世界をリードする大学へ発展 

○ 新学部の設置 

○ 分散したキャンパスの統合 

○ 多面的な教養教育の実施 

○ 学生支援のワンストップ化 

○ リカレント教育の充実 

○ 国際交流センターの充実 

○ 臨床研究の強化による新しい医療の創設 

○ 全学的な意思決定の体制整備 

○ 資産の有効活用と自己収入の確保 

○ 本学の知名度の向上   

○ 大学教職員の人材育成・登用 

● 入学者受入方針の検討・整備 など 

※ ○は未来プランに掲げられた項目、●はその他 



（４）スケジュール 

※ 市の関係部局へヒアリングを実施 

※ 平成２９年の８月ごろにパブリックコメントを実施予定 

年度 評価委員会 市 法人

２８

２９
○第二期終了時検討の意見審議

〇中期目標・中期計画

【総務環境委員会】 

○中期目標意見決定 

○中期目標議決【11 月定例会】

○第二期終了時検討の意見決定 ○中期計画認可 

（3月：予算議決後）
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